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祖
台
之
の
『
志
怪
』
は
、
東
晋
初
期
の
干
宝
の
『
捜
神
記
』
と
も
宋
初
の
三
大
志
怪
書
『
幽
明
録
』
『
捜
神
後
記
』
『
異
苑
』
の
中
間
に

位
置
す
る
志
怪
集
で
あ
る
O
祖
台
之
は
、
『
述
異
記
』
と
い
う
志
怪
書
を
撰
し
た
斉
の
科
学
者
で
あ
る
祖
沖
之
(
四
二
九
-
五
〇
〇
)
　
の

曽
祖
父
に
あ
た
る
(
『
南
史
』
巻
七
二
文
学
伝
)
。
そ
の
伝
記
は
'
『
晋
書
』
巻
七
五
王
湛
伝
に
附
さ
れ
て
お
り
へ
「
祖
台
之
へ
字
は
元
辰
へ

苑
陽
の
人
な
り
。
官
は
侍
中
へ
光
禄
大
夫
に
至
る
。
志
怪
書
を
撰
し
、
世
に
行
は
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
王
港
の
子
孫
王
国
宝

伝
中
に
も
そ
の
名
が
見
え
へ
東
晋
の
孝
武
帝
の
時
'
尚
書
左
丞
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
へ
祖
台
之
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
'

『
全
晋
文
』
巻
l
三
八
に
「
苛
子
耳
賦
」
等
五
篇
の
断
片
が
輯
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
.
『
志
怪
』
の
編
集
時
期
に
つ
い
て
は
、
書

中
に
安
帝
の
隆
安
(
三
九
七
-
四
〇
l
)
年
間
の
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
東
晋
末
期
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
0

『
晴
書
』
経
籍
憲
史
部
雑
伝
類
に
は
'
「
志
怪
二
巻
祖
台
之
撰
」
と
あ
り
へ
『
旧
唐
書
』
経
籍
志
史
部
雑
伝
類
・
『
新
唐
書
』
芸
文
志
子

部
小
説
家
類
は
「
四
巻
」
と
す
る
.
そ
れ
以
後
の
書
目
に
は
へ
そ
の
名
が
見
え
ず
'
ま
た
へ
唐
代
の
類
書
と
そ
れ
ら
を
ほ
ぼ
引
き
写
す
形

で
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
太
平
御
覧
』
に
残
薦
が
見
え
る
の
み
で
'
『
太
平
広
記
』
に
は
祖
台
之
『
志
怪
』
が
引
か
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
'
宋
代
に
は
既
に
散
逸
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
o
『
説
邪
』
弓
二
七
(
明
・
陶
宗
儀
韓
へ
陶
填
重
校
へ
宛
委
山
堂
本
。
民
国
・

国
学
扶
輪
社
輯
『
古
今
説
部
叢
書
』
第
三
集
も
同
じ
)
に
'
祖
台
之
『
志
怪
録
』
一
巻
と
し
て
九
話
を
採
録
す
る
が
'
根
拠
を
明
示
し
て

い
な
い
。
実
は
『
志
怪
』
に
は
'
祖
台
之
『
志
怪
』
の
ほ
か
に
'
同
じ
晋
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
孔
氏
『
志
怪
』
・
曹
耽
『
志
怪
』

・
殖
氏
『
志
怪
』
の
三
書
も
あ
り
へ
魯
迅
は
そ
れ
を
類
書
の
引
用
書
名
に
よ
っ
て
厳
密
に
区
別
し
て
輯
録
L
へ
　
い
ず
れ
と
も
判
別
し
難
い
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も
の
を
『
雑
鬼
神
志
怪
』
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
'
『
説
郭
』
の
九
話
の
内
二
話
は
'
『
雑
鬼
神
志
怪
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る
話
の
1
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
.
従
っ
て
へ
現
在
へ
祖
台
之
『
志
怪
』
の
信
用
す
る
に
足
る
輯
侠
書
は
'
魯
迅
が
『
古
小
説
釣
沈
』

に
収
め
る
十
五
話
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
志
怪
」
は
、
『
荘
子
』
造
遥
遊
篇
に
見
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
冒
頭
に
大
鵬
の
話
を
持
ち
出
し
た
荘
子
は
'
「
斉
諸
は
'
怪

を
志
る
者
な
り
。
諸
の
言
に
日
く
、
『
鵬
の
-
-
』
と
」
と
言
い
'
世
の
不
思
議
な
話
を
知
っ
て
い
る
斉
語
と
い
う
人
物
の
大
鵬
に
つ
い

て
の
発
言
を
自
説
の
根
拠
と
し
て
記
し
て
い
る
。
人
生
観
の
中
に
'
老
荘
の
道
家
思
想
が
一
つ
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
東
晋
の
知

識
人
に
と
っ
て
'
世
の
不
思
議
な
話
は
'
虚
構
で
は
な
く
そ
れ
も
ま
た
一
つ
の
真
実
で
あ
り
へ
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
へ
志

怪
書
が
次
々
と
編
集
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
侯
忠
義
著
『
漠
魂
六
朝
小
説
史
』
(
一
九
八
九
年
春
風
文
芸
出
版
社
)
に
'

祖
台
之
『
志
怪
』
の
怪
異
な
話
は
'
し
ば
し
ば
歴
史
上
の
人
物
へ
漠
武
帝
・
東
方
朔
・
張
華
・
陶
侃
な
ど
に
付
会
さ
れ
て
'
話
の
真
実
性

を
高
め
る
こ
と
を
期
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
　
(
同
氏
の
『
中
国
歴
代
小
説
辞
典
』
第
1
巻
　
l
九
八
六
年
　
雲
南
人
民
出
版
社
、
『
中
国

文
言
小
説
史
稿
上
冊
』
　
l
九
九
〇
年
　
北
京
大
学
出
版
社
同
じ
)
　
の
は
、
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
.
ま
た
へ
祖
台

之
は
、
「
存
亡
寿
天
は
'
鼠
冥
初
に
定
ま
る
」
(
『
文
選
』
巻
五
四
劉
峻
「
弁
命
論
」
定
於
冥
兆
李
善
注
引
祖
台
之
「
論
命
」
)
と
言
っ
て
お

り
へ
あ
る
い
は
へ
運
命
を
定
め
る
世
界
に
関
心
を
懐
い
て
'
『
志
怪
』
を
ま
と
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

志
怪
書
に
記
さ
れ
た
内
容
は
'
六
朝
人
の
思
考
様
式
を
考
察
す
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
り
'
ま
た
中
国
の
小
説
史
へ
及
び
古
代
の

民
間
説
話
を
研
究
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
志
怪
書
の
基
本
文
献
と
な
る
の
は
'
魯
迅
の
『
古
小
説
鈎
沈
』
で
あ
る
が
'

前
稿
(
「
魯
迅
輯
『
古
小
説
釣
沈
』
研
究
課
題
」
　
一
九
八
九
年
　
大
阪
教
育
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
コ
ー
ス
『
嚢
報
』
第
二
号
)

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
古
小
説
釣
沈
』
に
は
い
-
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
'
各
類
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
六
朝
志

怪
を
再
検
討
し
'
『
古
小
説
鈎
沈
』
を
よ
り
完
成
度
の
高
い
も
の
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
併
せ
て
、
語
嚢
な
ど
に
対
す
る
注
釈
へ
　
全
文
の

日
本
語
訳
へ
及
び
類
話
の
指
摘
な
ど
の
考
察
を
付
し
'
六
朝
古
小
説
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
た
い
。
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〔
テ
キ
ス
ト
〕

'
魯
迅
全
集
第
八
巻
『
古
小
説
鈎
沈
』
所
収
祖
台
之
『
志
怪
』
(
一
九
四
八
年
第
三
版
　
魯
迅
全
集
出
版
社
)

∧
参
照
本
∨
・
魯
迅
全
集
紙
版
重
印
『
古
小
説
鈎
沈
』
(
一
九
五
四
年
第
四
版
　
人
民
文
学
出
版
社
)

・
魯
迅
三
十
年
集
之
六
『
古
小
説
鈎
沈
(
上
)
』
(
1
九
六
七
年
　
新
芸
出
版
社
)

・
魯
迅
全
集
第
八
巻
『
古
小
説
釣
沈
』
(
一
九
七
三
年
　
人
民
文
学
出
版
社
)

〔
本
文
の
校
勘
に
使
用
し
た
文
献
〕

永i
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・
『
水
経
注
』
楊
守
敬
纂
疏
・
熊
会
貞
参
疏
水
経
注
疏
本

・
『
芸
文
類
衆
』
　
　
江
紹
極
校
　
上
海
古
籍
出
版
社
本

・
『
初
学
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
中
華
書
局
点
校
本

・
『
北
堂
書
妙
』
　
　
　
　
孔
氏
三
十
三
万
巻
堂
影
鈴
木

〔
祖
台
之
『
志
怪
』
　
の
注
釈
書
〕

・
『
法
苑
珠
林
』

・
『
太
平
広
記
』

・
『
太
平
御
覧
』

大
正
新
備
大
蔵
経
本

中
華
書
局
点
校
本

上
海
滴
芽
楼
影
印
宋
本
複
製
重
印
本

'
鄭
学
孜
校
注
『
列
異
等
五
種
』
(
一
九
八
八
年
　
文
化
芸
術
出
版
社
)

〔
祖
台
之
『
志
怪
』
の
一
部
を
含
む
注
釈
書
・
翻
訳
書
〕

'
李
剣
国
著
『
唐
前
志
怪
小
説
輯
釈
』
　
-
魂
晋
編
第
二
　
-
　
(
一
九
八
六
年
　
上
海
古
籍
出
版
社
)

'
李
格
非
へ
呉
志
達
主
編
『
文
言
小
説
-
先
秦
-
南
北
朝
巻
-
』
(
l
九
八
七
年
　
中
州
古
籍
出
版
社
)

・
前
野
直
彬
・
尾
上
兼
英
他
訳
『
幽
明
録
・
遊
仙
窟
他
』
(
東
洋
文
庫
4
3
　
1
九
六
五
年
　
平
凡
社
)

〔
古
小
説
語
嚢
の
参
考
文
献
〕

'
森
野
繁
夫
・
藤
井
守
編
『
六
朝
古
小
説
語
嚢
集
』
(
一
九
七
九
年
　
中
国
中
世
文
学
研
究
会
)

・
江
藍
生
著
『
魂
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匪
釈
』
(
一
九
八
八
年
　
語
文
出
版
社
)
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祖
台
之
『
志
怪
』
校
釈

-
漠
武
帝
興
近
臣
宴
合
於
未
央
殿
へ
忽
聞
人
語
云
'
『
老
臣
冒
死
目
陳
。
』
乃
見
屋
梁
上
有
一
老
翁
①
、
長
八
九
寸
へ
蛙
杖
倭
歩
、
篤
老

之
極
。
緑
柱
而
下
へ
放
杖
稽
首
へ
喋
而
不
言
②
。
田
仰
首
硯
殿
星
へ
傭
指
帝
脚
へ
忽
然
不
見
。
東
方
朔
日
、
『
其
名
「
藻
屑
」
へ
兼
水
木
之

精
へ
春
巣
幽
林
'
冬
潜
深
河
。
今
造
宮
室
へ
斬
伐
其
居
へ
故
来
訴
於
帝
。
日
仰
視
殿
星
③
'
殿
名
未
央
'
訴
陛
下
方
便
其
居
宅
未
央
也
。

僻
指
陛
下
御
者
へ
足
也
.
願
陛
下
宮
殿
足
於
此
'
不
願
更
造
也
。
』
上
馬
之
息
宮
寝
之
役
o

居
少
時
へ
帝
親
幸
河
都
へ
聞
水
底
有
絃
歌
之
聾
④
o
又
有
善
芥
.
須
輿
へ
肝
梁
上
老
翁
及
年
少
数
人
へ
経
衣
素
帯
、
腔
凧
乗
藻
'
甚

薦
鮮
麗
.
渡
波
而
出
へ
衣
不
清
濡
。
帝
問
日
へ
『
聞
水
底
奏
柴
馨
へ
鳥
君
郡
。
』
老
翁
掛
目
へ
『
老
臣
前
昧
死
蹄
訴
'
幸
蒙
陛
下
天
地
之
施
'

抑
止
息
斧
斤
へ
得
全
其
居
宅
.
不
勝
嘉
歓
へ
故
私
相
慶
禦
耳
。
』
献
帝
一
紫
螺
翼
状
如
牛
脂
。
帝
日
へ
『
股
間
無
以
識
君
。
』
『
東
方
生
知

耳
O
』
『
君
可
思
以
呉
□
胎
之
。
』
老
翁
乃
顧
命
取
洞
穴
之
賛
⑤
.
1
人
帥
受
命
下
没
泉
底
⑥
'
候
忽
還
到
、
奉
大
珠
径
寸
.
明
耀
絶
世
o
帝

甚
翫
蔦
へ
問
朔
'
『
何
以
識
此
珠
蔑
洞
穴
之
賛
。
』
朔
日
へ
『
河
底
有
洞
穴
之
賛
o
』
帝
以
五
千
寓
鏡
賜
朔
⑦
'
取
其
珠
o
〔
書
砂
l
百
五
十

八
〕

【
校
異
】
　
①
鈎
沈
本
無
老
字
へ
嬢
書
妙
補
。
②
喋
へ
鈎
沈
本
作
黙
。
接
書
砂
改
.
③
殿
屋
へ
鈎
沈
本
作
宮
殿
.
嬢
書
妙
改
.
④
舷
へ
釣
沈

本
作
弦
.
接
書
妙
改
。
⑤
鈎
沈
本
無
賓
字
へ
按
書
妙
補
。
⑥
没
へ
書
妙
作
汲
。
今
従
釣
沈
本
。
千
へ
鈎
沈
本
作
十
。
擾
書
紗
改
。

【
訓
読
】
　
漠
の
武
帝
　
近
臣
と
未
央
殿
に
宴
会
L
へ
忽
ち
人
語
を
聞
-
、
云
ふ
'
「
老
臣
　
死
を
冒
し
て
自
ら
陳
ぶ
」
と
。
乃
ち
屋
梁

つ

の
上
に
l
老
翁
有
る
を
見
る
'
長
八
九
寸
へ
杖
を
捜
き
て
優
歩
L
へ
篤
老
の
極
な
り
。
柱
に
縁
り
て
下
り
へ
杖
を
放
ち
て
稽
首
L
へ
喋
し

て
言
は
ず
。
困
り
て
首
を
仰
げ
て
殿
星
を
視
へ
僻
し
て
帝
の
脚
を
指
し
へ
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。
東
方
朔
日
く
'
「
其
の
名
は
藻
居
へ
水

木
の
精
を
兼
ね
へ
春
は
幽
林
に
巣
ひ
'
冬
は
深
河
に
潜
む
。
今
宮
室
を
造
り
へ
其
の
居
を
斬
伐
す
、
故
に
来
り
て
帝
に
訴
ふ
。
殿
屋
を
仰

つ

視
す
る
は
'
殿
の
名
は
未
央
な
れ
ば
'
陛
下
の
方
に
其
の
居
宅
を
侵
し
て
未
だ
央
き
ざ
る
を
訴
ふ
る
な
り
。
僻
し
て
陛
下
の
脚
を
指
す
は
、
足
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や

る
な
り
。
陛
下
の
宮
殿
此
に
足
れ
り
と
な
さ
ん
こ
と
を
願
ひ
'
更
に
造
る
こ
と
を
願
は
ざ
る
な
り
」
と
。
上
之
れ
が
為
に
官
寝
の
役
を
息
む
。

居
る
こ
と
少
時
へ
帝
河
都
に
親
幸
L
t
水
底
に
絃
歌
の
声
有
る
を
聞
-
。
又
善
芥
有
り
。
須
奥
に
し
て
'
前
の
梁
上
の
老
翁
、
及
び
年

少
の
も
の
数
人
へ
経
衣
素
帯
、
棲
僻
乗
藻
へ
甚
だ
鮮
麗
た
り
。
波
を
濠
ぎ
て
出
づ
る
も
ち
衣
活
濡
せ
ず
。
帝
問
ひ
て
日
く
'
「
水
底
に
楽

を
奏
す
る
声
を
聞
く
'
君
た
る
か
」
と
。
老
翁
対
へ
て
日
工
「
老
臣
前
に
昧
死
帰
訴
し
、
幸
ひ
に
陛
下
の
天
地
の
施
し
を
蒙
り
'
即
ち

斧
斤
を
止
息
せ
ら
れ
'
其
の
居
宅
を
全
-
す
る
を
得
た
り
。
嘉
歓
に
勝
へ
ず
へ
故
に
私
に
相
慶
楽
す
る
の
み
」
と
。
帝
に
一
の
紫
の
螺
穀

を
献
ず
'
状
牛
脂
の
如
し
。
帝
日
工
「
朕
闇
に
し
て
以
て
君
を
識
る
無
し
」
と
。
「
東
方
生
知
る
の
み
」
と
。
「
君
臭
口
を
以
て
之
に
胎

ら
ん
こ
と
を
思
ふ
べ
し
」
と
o
老
翁
乃
ち
顧
み
て
命
じ
て
洞
穴
の
宝
を
取
ら
し
む
o
 
i
人
即
ち
命
を
受
け
へ
下
り
て
泉
底
に
没
し
、
候
忽

あ
い

に
し
て
還
へ
り
到
り
'
大
珠
の
霞
寸
な
る
を
奉
ず
o
明
耀
絶
世
た
り
0
帝
甚
だ
翫
す
.
朔
に
問
ふ
'
「
何
を
以
て
此
の
珠
の
洞
穴
の
宝
た

る
を
識
る
か
」
と
.
朔
日
-
'
「
河
鹿
に
洞
穴
の
宝
有
り
」
と
。
帝
五
千
万
銭
を
以
て
朔
に
賜
ひ
'
其
の
珠
を
取
る
.

【
訳
文
】
　
漢
の
武
帝
が
近
臣
と
未
央
殿
で
宴
会
を
し
て
い
る
と
'
ふ
と
人
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
「
老
臣
一
命
を
賭
し
て
申
し
上

げ
ま
す
」
と
。
(
あ
ち
こ
ち
探
し
て
)
や
っ
と
へ
う
つ
ぼ
り
の
上
に
一
人
の
老
人
が
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
身
の
た
け
八
へ
九
寸
(
約
二

〇
セ
ン
チ
)
へ
杖
を
つ
き
贋
を
か
が
め
て
歩
き
へ
非
常
に
年
老
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。
柱
を
つ
た
っ
て
下
り
て
き
て
'
杖
を
捨
て
頭
を
床

に
つ
け
拝
礼
し
た
ま
ま
へ
　
1
言
も
言
わ
な
い
o
や
が
て
顔
を
あ
げ
て
天
井
を
見
上
げ
、
う
つ
向
い
て
帝
の
脚
を
指
さ
し
'
ふ
い
に
姿
が
見

え
な
-
な
っ
た
。
東
方
朔
が
言
っ
た
。
「
そ
の
も
の
の
名
は
藻
居
と
申
し
へ
水
木
の
精
を
兼
ね
そ
な
え
へ
春
は
奥
深
い
林
に
住
み
へ
冬
は

深
い
川
底
に
潜
ん
で
お
り
ま
す
。
今
'
宮
殿
を
造
り
、
彼
の
住
ま
い
で
あ
る
林
の
木
を
伐
採
し
て
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
'
や
っ
て
来
て

陛
下
に
訴
え
た
の
で
す
。
天
井
を
仰
ぎ
見
た
の
は
へ
　
こ
の
宮
殿
の
名
が
「
未
央
」
(
未
だ
央
き
ず
)
　
で
す
か
ら
へ
陛
下
が
今
彼
の
住
ま
い

を
侵
し
て
止
め
な
い
こ
と
を
訴
え
た
の
で
す
。
う
つ
向
い
て
陛
下
の
脚
を
指
さ
し
た
の
は
、
「
足
る
」
(
も
う
十
分
だ
)
と
い
う
意
味
で
す
。

陛
下
が
宮
殿
は
も
う
こ
れ
で
十
分
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
以
上
増
築
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
」

と
。
帝
は
こ
れ
に
よ
っ
て
宮
殿
の
工
事
を
止
め
た
。
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し
ば
ら
く
し
て
'
帝
が
河
都
に
行
幸
し
た
と
こ
ろ
へ
　
水
底
か
ら
弦
歌
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ま
も
な
く
　
さ
き
の
梁
上
の
老
人
と
'

年
少
の
者
数
人
が
'
赤
い
衣
に
白
い
帯
を
着
け
へ
冠
の
ひ
も
と
お
び
玉
は
'
大
変
鮮
や
か
で
あ
っ
た
。
波
の
上
に
出
て
き
た
の
だ
が
'
衣

は
濡
れ
て
い
な
い
。
帝
が
た
ず
ね
た
'
「
水
底
か
ら
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
た
が
へ
　
そ
ち
た
ち
の
仕
業
か
」
と
。
老
人
が
答
え
た
'
「
老
臣
が

以
前
に
恐
れ
多
く
も
訴
え
出
ま
し
た
と
こ
ろ
へ
幸
ひ
に
も
陛
下
の
こ
の
上
な
い
恩
恵
を
蒙
り
'
す
ぐ
に
伐
採
を
中
止
さ
れ
、
我
々
の
住
ま

い
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
'
内
々
で
祝
宴
を
開
い
て
い
た
の
で
す
」
と
。
そ
し
て
へ
　
帝
に
紫
色
の
螺
の
殻
を

献
上
し
た
。
中
身
は
牛
の
脂
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
帝
が
「
朕
は
無
学
で
そ
ち
の
献
上
し
た
も
の
が
何
な
の
か
知
ら
な
い
」
と
言
う
と
'
老

人
は
「
東
方
先
生
が
ご
存
じ
で
す
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
帝
が
「
そ
ち
は
彼
に
も
何
か
贈
り
物
を
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
言
う
と
'
老
人

は
ふ
り
か
え
っ
て
洞
穴
の
宝
を
取
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
.
す
ぐ
に
1
人
が
命
を
受
け
て
'
淵
の
底
に
潜
っ
て
行
き
'
あ
っ
と
い
う
間

に
帰
っ
て
き
て
'
直
径
1
寸
(
約
二
・
三
セ
ン
チ
)
　
の
大
き
な
真
珠
を
さ
し
だ
し
た
O
そ
の
輝
き
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
か
っ
た
.

帝
は
大
変
気
に
入
っ
た
。
朔
に
「
ど
う
し
て
こ
の
真
珠
が
洞
穴
の
宝
だ
と
わ
か
る
の
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、
朔
は
「
黄
河
の
底
に
洞
穴
の

宝
が
あ
る
の
で
す
」
と
答
え
た
。
帝
は
五
千
万
銭
を
朔
に
与
え
へ
　
そ
の
真
珠
を
受
け
取
っ
た
。

【
注
釈
】
　
未
央
殿
　
漠
の
高
祖
の
七
年
　
(
前
二
〇
〇
)
　
に
'
弄
何
が
都
長
安
に
建
て
た
宮
殿
　
(
『
漢
書
』
高
紀
下
。
『
史
記
』
高
祖
本
紀

は
八
年
に
作
る
)
。
「
後
世
の
子
孫
が
こ
れ
以
上
壮
麗
に
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
」
と
斎
何
が
言
う
ほ
ど
の
豪
華
な
宮
殿
で
あ
っ
た
が
'
武

帝
は
そ
れ
を
増
築
し
た
。
『
三
輔
黄
図
』
巻
二
に
「
孝
武
帝
の
時
に
至
り
、
又
増
修
す
」
と
あ
る
。
　
冒
死
　
臣
下
が
皇
帝
に
対
し
て
進

言
す
る
時
へ
　
畏
敬
の
念
を
表
す
常
套
語
。
死
罪
を
覚
悟
で
の
意
。
　
乃
見
屋
梁
上
有
一
老
翁
　
『
幽
明
録
』
は
、
「
不
見
其
形
。
尋
寛
艮

久
へ
梁
上
見
一
老
翁
」
に
作
り
へ
声
は
し
た
が
そ
の
姿
が
見
え
ず
'
し
ば
ら
く
探
し
て
か
ら
梁
の
上
に
見
つ
け
た
と
い
う
。
　
篤
老
　
江

藍
生
著
『
魂
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匪
釈
』
で
は
へ
　
こ
の
例
を
挙
げ
て
「
〝
篤
老
″
指
人
疲
頓
衰
老
之
貌
」
と
い
う
。
『
幽
明
録
』
に
は
'
「
長

八
九
寸
」
の
下
に
「
面
目
頼
雛
へ
髪
髪
酷
自
」
(
し
わ
-
ち
ゃ
の
赤
ら
顔
へ
　
ひ
げ
も
髪
も
真
っ
白
)
と
い
う
老
人
の
容
貌
が
記
さ
れ
て
い

る
。
緑
柱
而
下
　
『
幽
明
録
』
に
は
'
こ
の
上
に
「
帝
日
、
『
里
姓
字
何
。
居
在
何
虞
。
何
所
病
苦
。
而
来
訴
朕
』
」
(
ご
老
人
は
何
と
い
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ぅ
姓
か
。
住
ま
い
は
ど
こ
か
。
ど
ん
な
病
苦
が
あ
っ
て
'
朕
に
訴
え
に
来
ら
れ
た
の
か
)
と
い
う
武
帝
の
問
い
か
け
が
あ
る
。
東
方
朔

前
l
六
l
I
前
九
四
㌔
博
学
多
才
へ
機
智
を
も
っ
て
武
帝
に
仕
え
た
(
『
漢
書
』
巻
六
五
)
.
六
朝
志
怪
で
は
'
神
仙
界
と
交
流
で
き
る

人
物
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
晋
の
夏
侯
湛
は
'
「
東
方
朔
画
賛
」
(
『
文
選
』
巻
四
七
)
で
'
「
方
の
外
に
遊
ぶ
者
」
と
い
い
,
世
間
で
は

「
蝉
娩
龍
変
L
へ
俗
を
棄
て
て
登
仙
L
へ
神
は
造
化
に
交
は
り
、
霊
は
星
辰
と
為
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
六
朝
志
怪
に
見
ら
れ

る
東
方
朔
像
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
『
幽
明
録
』
は
へ
こ
の
句
の
上
に
「
帝
骸
博
へ
不
知
何
等
へ
乃
日
へ
『
東
方
朔
必
識
之
。
』

於
是
召
方
朔
以
苦
」
(
帝
は
驚
-
ば
か
り
で
、
わ
け
が
わ
か
ら
ず
、
「
東
方
朔
が
き
っ
と
知
っ
て
い
る
」
と
言
い
'
東
方
朔
を
呼
ん
で
こ
の

こ
と
を
話
し
た
)
と
あ
る
。
藻
居
　
鄭
学
孜
校
注
本
は
'
「
藻
」
を
名
と
し
「
居
」
を
下
旬
に
つ
け
て
読
ん
で
い
る
.
こ
こ
は
『
幽
明

録
』
に
も
異
同
が
あ
り
へ
『
広
記
』
巻
二
八
引
は
「
其
名
馬
藻
水
木
之
精
」
へ
『
御
覧
』
巻
二
二
引
は
「
此
水
木
之
精
其
名
藻
兼
」
,
『
御

覧
』
巻
八
八
六
引
は
「
其
名
薦
藻
兼
水
木
之
精
也
」
に
作
り
、
釣
沈
本
は
「
其
名
鵠
藻
兼
(
御
髪
引
有
兼
字
)
へ
水
木
之
精
也
」
と
,
「
藻

兼
」
を
名
と
し
て
い
る
。
李
剣
国
民
は
'
「
以
藻
鳥
居
」
の
意
味
で
「
藻
居
」
と
す
る
の
が
正
し
い
と
言
う
(
『
唐
前
志
怪
小
説
輯
釈
』
の

『
幽
明
録
』
の
校
注
)
。
今
へ
鈎
沈
本
祖
台
之
『
志
怪
』
の
句
読
と
李
氏
の
見
解
に
従
う
。
日
仰
硯
殿
屋
　
「
日
」
字
は
'
街
字
か
あ

る
い
は
上
に
脱
文
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
.
鄭
学
孜
校
注
本
は
'
「
日
」
字
を
削
除
し
て
い
る
O
　
帝
親
幸
河
都
　
『
史
記
』
河
葉
書
,
『
漢

書
』
武
紀
に
よ
れ
ば
、
武
帝
は
元
封
二
年
(
前
l
〇
九
)
、
黄
河
の
一
部
敬
子
河
の
決
壊
箇
所
を
修
復
し
'
「
宣
房
宮
」
を
造
っ
た
と
い
う
0

「
河
都
」
は
未
詳
。
『
広
記
』
巻
二
八
引
『
幽
明
録
』
は
「
幸
瓢
子
河
」
に
作
る
.
『
類
界
』
巻
八
四
へ
『
事
類
賦
注
』
巻
九
引
は
「
河

渚
」
に
'
『
御
覧
』
巻
八
八
六
引
は
「
河
者
」
に
作
る
。
絃
歌
之
聾
　
弦
楽
器
に
合
わ
せ
て
歌
う
声
。
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
子
　
武
城

に
之
き
'
弦
歌
の
声
を
聞
-
」
と
あ
り
へ
文
化
教
育
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
又
有
善
芥
　
「
善
芥
」
は
未
詳
。
『
御
覧
』
巻
八

八
六
引
『
幽
明
録
』
は
、
こ
の
四
字
を
「
肴
膳
芽
芳
」
に
作
る
の
で
'
「
善
芥
」
も
御
馳
走
の
香
の
意
か
も
し
れ
な
い
o
　
樫
楓
乗
藻

「
練
傭
」
は
、
冠
の
ひ
も
と
お
び
玉
。
宮
中
で
天
子
に
朝
見
す
る
時
の
服
装
。
「
乗
藻
」
は
未
詳
。
鄭
学
孜
校
注
は
「
水
藻
の
上
を
踏
む

こ
と
で
'
彼
ら
が
人
と
異
な
る
こ
と
を
示
す
」
と
い
う
が
、
『
幽
明
録
』
で
は
こ
の
二
字
が
な
く
へ
次
の
「
甚
蔑
鮮
麗
」
の
句
と
合
わ
せ
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て
「
棲
凧
甚
鮮
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
'
今
「
乗
藻
」
は
棲
凧
の
鮮
や
か
さ
を
表
現
す
る
こ
と
ば
と
解
し
て
お
-
。
味
死
掃
訴
　
「
昧

死
」
は
'
己
が
暗
愚
で
死
罪
を
犯
す
意
。
上
奏
文
な
ど
に
用
い
て
畏
敬
の
念
を
表
す
常
套
語
。
「
蹄
訴
」
は
'
お
も
む
き
訴
え
る
こ
と
。

天
地
之
施
　
武
帝
の
恩
徳
が
天
地
の
恵
み
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
意
。
戯
帝
-
紫
螺
殻
　
『
幽
明
録
』
で
は
こ
の
上
に
'
老
人
た
ち
が

帝
の
た
め
に
楽
を
奏
し
、
帝
の
徳
を
称
え
る
歌
を
歌
う
描
写
が
あ
る
。
状
如
牛
脂
　
『
幽
明
録
』
は
「
状
」
の
上
に
、
「
中
有
物
」
の

三
字
が
あ
り
へ
こ
の
句
が
螺
殻
の
中
身
に
つ
い
て
の
こ
と
だ
と
わ
か
る
。
朕
闇
無
以
識
君
　
『
幽
明
録
』
は
'
「
君
」
を
「
此
物
」
に

作
る
。
こ
の
文
は
「
君
」
の
下
に
脱
字
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
君
可
思
以
呉
□
胎
之
　
脱
字
が
あ
っ
て
意
味
不
明
で
あ
る
が
'
下
文
の

「
帝
以
五
千
蔦
銭
賜
朔
'
取
其
珠
」
か
ら
類
推
し
て
訳
文
と
し
た
o
た
だ
『
幽
明
録
』
は
'
「
可
更
以
珍
異
見
胎
」
(
ほ
か
に
も
珍
し
い
も

の
を
も
ら
え
ま
い
か
)
に
作
り
へ
下
文
も
『
志
怪
』
と
は
異
な
り
へ
真
珠
も
武
帝
が
も
ら
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
o
　
下
浸
泉
底
　
書

妙
は
「
没
」
を
「
汲
」
に
作
る
が
、
意
味
が
通
じ
に
-
い
。
魯
迅
が
意
を
以
て
改
め
た
と
思
わ
れ
る
o
『
幽
明
録
』
は
「
下
没
淵
底
」
に

作
る
。
「
泉
」
は
「
淵
」
の
避
謹
字
。
帝
甚
翫
蔦
　
『
幽
明
録
』
は
'
「
翫
鳶
」
を
「
愛
翫
」
に
作
り
、
下
に
「
翁
等
忽
然
而
隠
」
(
老

人
た
ち
は
ふ
と
姿
を
消
し
た
)
の
句
が
あ
る
。
そ
し
て
へ
以
下
に
帝
と
東
方
朔
の
問
答
が
あ
り
へ
螺
殻
の
中
身
が
龍
髄
で
'
真
珠
は
黄
河

の
底
に
い
る
赤
い
貝
が
生
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
朔
の
説
明
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
'
『
幽
明
録
』
(
『
類
衆
』
巻
八
四
へ
『
書
砂
』
巻
九
へ
『
広
記
』
巻
二
八
へ
『
御
覧
』
巻
二
二
『
窮
神
秘
苑
』
引
'

八
五
〇
へ
八
八
六
へ
『
事
類
賦
注
』
巻
九
へ
~
釣
沈
本
第
三
一
語
)
へ
任
坊
『
述
異
記
』
(
巻
下
)
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
林
と
河
の
精
霊

が
小
さ
な
老
人
の
姿
で
出
現
し
'
河
鹿
に
は
ミ
ニ
別
世
界
が
想
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
自
然
神
に
対
す
る
民
間
信
仰
が
'
漠
の

武
帝
と
東
方
朔
に
関
す
る
神
仙
説
話
に
吸
収
さ
れ
て
で
き
た
話
で
あ
ろ
う
。
勝
村
哲
也
氏
は
'
秦
始
皇
帝
の
山
林
濫
伐
の
こ
と
を
述
べ
へ

「
始
皇
帝
に
よ
っ
て
一
段
と
強
め
ら
れ
た
自
然
破
壊
は
'
漠
の
武
帝
の
時
代
に
到
っ
て
頂
点
を
迎
え
る
と
い
う
一
つ
の
推
定
」
を
提
示
さ

れ
て
い
る
(
「
中
国
中
世
共
同
体
試
論
」
　
一
九
八
〇
年
『
東
方
学
報
(
京
都
)
』
第
五
二
冊
所
収
)
が
、
こ
の
話
も
そ
れ
に
関
連
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
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2
　
建
安
中
へ
河
聞
太
守
劉
照
夫
大
卒
於
府
。
後
太
守
至
へ
夢
見
l
好
婦
人
へ
就
蔑
室
家
.
持
l
讐
金
銭
(
古
喚
切
)
興
。
太
守
不
能
名
.

婦
人
乃
日
へ
『
此
鍾
(
竹
志
切
①
)
環
O
』
　
鍾
贋
者
へ
其
状
如
紐
珠
へ
大
如
指
へ
屈
伸
在
人
。
太
守
得
置
枕
中
o
前
太
守
迎
喪
、
言
有
鍾

鏡
。
開
棺
へ
硯
夫
人
膏
③
'
果
無
復
有
鍾
環
蔦
。
〔
御
覧
七
百
十
八
〕

【
校
異
】
　
①
志
へ
鈎
沈
本
作
意
。
接
御
覧
改
。
②
硯
へ
釣
沈
本
作
見
。
嫁
御
党
改
。

【
訓
読
】
　
建
安
中
へ
　
河
間
太
守
劉
照
の
夫
人
　
府
に
卒
す
.
後
の
太
守
至
り
へ
　
夢
に
l
の
好
き
婦
人
を
見
る
、
就
き
て
室
家
と
為
る
。

1
双
の
金
銭
を
持
ち
て
与
ふ
。
太
守
名
づ
-
る
能
は
ず
。
婦
人
乃
ち
日
工
「
此
れ
鍾
鎮
な
り
」
と
.
鍾
環
は
'
其
の
状
は
紐
珠
の
如
く

大
な
る
こ
と
指
の
如
く
屈
伸
す
る
は
人
に
在
り
.
太
守
得
て
枕
中
に
置
く
。
前
の
太
守
喪
を
迎
へ
、
疲
銭
有
り
と
言
ふ
o
棺
を
開
き
へ

夫
人
の
膏
を
視
る
に
、
果
し
て
復
鍾
鎮
有
る
無
し
。

【
訳
文
】
　
建
安
年
間
(
一
九
大
-
二
二
〇
)
　
の
こ
と
へ
河
間
郡
の
太
守
劉
照
の
夫
人
が
　
役
所
内
で
亡
-
な
っ
た
。
後
任
の
太
守
が
赴

任
L
へ
　
夢
に
一
人
の
美
し
い
婦
人
を
見
て
へ
　
夫
婦
と
な
っ
た
o
婦
人
は
l
対
の
金
の
腕
輪
を
持
っ
て
来
て
太
守
に
与
え
た
が
'
太
守
は
そ

の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
。
婦
人
は
'
「
こ
れ
は
鍾
鏡
で
す
」
と
言
う
。
鍾
鎖
は
'
形
が
紐
珠
(
珠
を
ひ
も
で
繋
い
だ
も
の
?
)
　
の
よ
う
で
'

指
の
よ
-
な
太
さ
を
し
て
い
て
'
自
在
に
曲
げ
伸
ば
せ
る
。
太
守
は
そ
れ
を
枕
の
中
に
置
い
た
。
前
の
太
守
劉
照
が
枢
を
引
き
取
り
に
来

て
'
鍾
鏡
が
有
る
は
ず
だ
と
言
っ
た
o
棺
を
開
け
て
'
夫
人
の
腕
を
視
た
と
こ
ろ
へ
倭
蝶
が
な
-
な
っ
て
い
た
.

【
注
釈
】
　
河
聞
太
守
　
「
河
間
」
は
郡
名
。
今
の
河
北
省
献
県
付
近
。
「
太
守
」
は
郡
の
長
官
。
　
夫
人
卒
於
府
　
『
録
異
伝
』
は
'
「
婦

亡
へ
　
埋
棺
於
府
園
中
。
遭
黄
巾
賊
へ
　
照
委
郡
走
」
　
(
夫
人
が
亡
-
な
り
'
役
所
の
庭
に
棺
を
埋
め
た
。
黄
巾
の
賊
に
襲
わ
れ
'
照
は
郡
を

捨
て
て
逃
げ
た
)
　
と
記
す
。
　
錬
鏡
　
未
詳
.
「
環
」
は
腕
輪
.
『
録
異
伝
』
は
「
萎
蒔
錬
」
に
作
る
。
鄭
学
孜
校
注
は
'
「
萎
蒸
」
を
玉

竹
の
別
名
と
し
へ
「
鎮
」
で
は
な
-
「
環
」
の
ほ
う
が
正
し
く
へ
鎖
は
本
来
曲
げ
伸
ば
し
で
き
る
が
'
鏡
は
で
き
な
い
の
で
'
曲
げ
伸
ば

し
で
き
る
鏡
を
珍
奇
な
も
の
と
し
た
の
だ
と
言
う
。
以
下
『
録
異
伝
』
は
、
「
以
金
棲
相
違
、
屈
申
在
人
へ
賓
珍
物
。
吾
方
嘗
去
'
故
以

相
別
。
慣
無
告
人
」
　
(
金
の
糸
で
つ
な
い
で
あ
り
へ
　
自
在
に
曲
げ
伸
ば
し
で
き
、
ま
こ
と
に
珍
し
い
も
の
で
す
。
今
私
は
行
か
な
け
れ
ば
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な
り
ま
せ
ん
の
で
'
あ
な
た
と
お
別
れ
し
ま
す
。
決
し
て
他
人
に
言
わ
な
い
で
下
さ
い
)
　
と
記
す
。
　
前
太
守
迎
喪
　
以
下
『
録
異
伝
』

は
'
「
後
二
十
日
、
照
達
見
迎
喪
。
守
乃
悟
云
云
。
兄
見
銀
へ
　
感
働
不
能
自
勝
」
　
(
二
十
日
後
へ
　
照
は
子
供
に
枢
を
取
り
に
行
か
せ
た
。
後

任
の
太
守
は
始
め
て
事
情
を
知
っ
た
。
子
供
は
鎖
を
見
て
悲
し
み
に
こ
ら
え
き
れ
な
く
な
っ
た
)
　
と
記
す
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
'
『
録
異
伝
』
　
(
『
広
記
』
巻
三
一
六
へ
鈎
沈
本
第
九
話
)
　
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
『
録
異
伝
』
は
'
撰
者
未
詳
だ

が
'
現
存
す
る
話
が
東
晋
の
隆
安
年
間
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
祖
台
之
『
志
怪
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

3
　
呉
未
亡
前
へ
常
有
紫
赤
色
気
見
牛
斗
之
間
へ
星
官
及
諸
善
占
者
へ
成
憂
呉
方
輿
.
唯
張
茂
先
於
天
文
尤
精
①
'
猫
知
馬
面
剣
之
気
へ

非
江
南
之
群
。
〔
御
覚
六
〕

【
校
異
】
　
①
唯
、
釣
沈
本
作
惟
。
嫁
御
党
政
。
張
下
釣
沈
本
無
茂
字
、
擦
御
覧
補
。

【
訓
読
】
　
呉
の
未
だ
亡
び
ざ
る
前
へ
常
て
紫
赤
色
の
気
の
牛
斗
の
間
に
見
ゆ
る
有
り
'
星
官
及
び
諸
々
の
占
ひ
を
善
く
す
る
者
へ
成
典

の
方
に
興
ら
ん
と
す
る
を
憂
ふ
。
唯
だ
張
茂
先
天
文
に
於
い
て
尤
も
精
し
-
'
独
り
神
剣
の
気
た
り
て
'
江
南
の
禅
に
非
ざ
る
を
知
る
。

【
訳
文
】
　
呉
が
滅
亡
す
る
前
の
こ
と
、
あ
る
時
へ
赤
紫
色
の
雲
気
が
牛
宿
と
斗
宿
の
間
に
見
え
た
。
星
官
や
占
い
を
善
く
す
る
者
た
ち

は
'
皆
兵
が
ま
さ
に
盛
ん
に
な
ろ
う
と
す
る
前
兆
だ
と
心
配
し
た
。
た
だ
張
茂
先
だ
け
は
'
天
文
に
尤
も
精
通
し
て
お
り
へ
　
そ
れ
が
神
剣

の
気
で
あ
っ
て
'
江
南
の
瑞
祥
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

【
注
釈
】
　
呉
未
亡
前
　
呉
は
二
八
〇
年
に
晋
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
こ
の
話
は
へ
　
そ
の
少
し
前
の
こ
と
で
あ
る
。
　
紫
赤
色
気
　
古
来
へ
紫

気
赤
気
と
も
に
瑞
祥
と
さ
れ
へ
　
聖
賢
が
出
現
す
る
予
兆
と
さ
れ
て
い
た
。
　
牛
斗
之
聞
　
中
国
古
来
の
星
座
二
十
八
宿
の
中
の
牛
宿
と
斗

宿
。
天
の
星
宿
と
地
上
の
区
域
を
対
応
さ
せ
る
分
野
説
で
は
'
呉
越
の
分
野
に
相
当
す
る
。
『
史
記
』
天
官
書
に
「
斗
は
江
湖
へ
　
牽
牛
斐

女
は
揚
州
」
と
あ
る
。
　
星
官
　
史
書
に
記
載
が
見
当
た
ら
な
い
が
'
天
文
の
こ
と
を
司
る
官
吏
の
意
で
あ
ろ
う
。
　
張
茂
先
　
張
華
(
二

三
二
-
三
〇
〇
)
。
茂
先
は
字
。
西
晋
を
代
表
す
る
文
人
へ
　
政
治
家
。
博
学
で
有
名
へ
　
志
怪
の
一
つ
　
『
博
物
志
』
を
著
す
。
『
晋
書
』
巻
三
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六
に
伝
が
あ
る
。
　
神
剣
之
気
　
霊
妙
な
働
き
を
も
つ
剣
。
『
晋
書
』
で
は
'
「
資
剣
之
精
」
と
い
う
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
'
『
晋
書
』
巻
三
六
張
華
伝
に
'
天
文
に
通
じ
て
い
た
術
師
雷
族
と
の
問
答
形
式
で
詳
し
-
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
'
『
書
砂
』
巻
l
二
二
へ
　
l
五
七
へ
　
『
類
棄
』
巻
六
〇
へ
　
『
御
覧
』
巻
三
四
四
引
雷
次
宗
『
濠
章
記
』
へ
　
『
御
覧
』
巻
三
四
三
引
『
雷
換

別
伝
』
へ
　
『
初
学
記
』
巻
二
四
引
『
三
十
国
春
秋
』
へ
　
『
御
覧
』
巻
一
五
引
『
王
隠
晋
書
』
な
ど
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
'
張
華
と

雷
族
の
宝
剣
に
関
す
る
話
と
し
て
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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4
　
陶
大
尉
徴
時
、
喪
嘗
葬
、
家
貧
へ
　
親
日
督
作
噂
o
有
l
斑
特
牛
載
噂
致
①
'
忽
然
失
去
'
便
自
尋
寛
.
忽
於
道
中
逢
1
老
翁
。
問
云

③
'
『
君
欲
何
所
寛
。
』
大
尉
具
苔
。
更
撃
手
指
云
、
『
向
於
山
南
上
見
一
牛
眠
山
坪
中
③
'
必
是
君
牛
。
此
牛
所
眠
虞
④
'
便
好
作
墓
。
安

墳
嘗
之
、
致
之
極
貴
⑤
o
小
復
不
営
、
位
極
人
臣
、
世
薦
方
激
臭
o
』
又
指
l
山
云
、
『
此
山
亦
好
へ
但
不
如
向
耳
O
亦
普
世
出
刺
史
也
⑤
。
』

言
託
へ
　
便
不
復
見
。
大
尉
墓
之
へ
　
皆
如
其
言
。
〔
御
覧
九
百
〕

【
校
異
】
　
①
載
噂
'
釣
沈
本
作
噂
巳
載
三
字
。
嫁
御
覚
改
。
②
鈎
沈
本
無
間
字
へ
　
援
御
覧
補
。
③
南
'
鈎
沈
本
作
岡
。
按
御
堂
改
。
④
鈎

沈
本
無
虚
字
へ
　
按
御
覧
補
。
⑤
鈎
沈
本
無
之
字
、
按
御
覧
補
。
⑥
也
、
釣
沈
本
作
耳
。
嫁
御
覚
改
。

【
訓
読
】
　
陶
大
尉
徴
な
り
し
時
,
喪
ひ
て
葬
る
に
当
た
り
,
家
貧
し
く
,
紗
那
ら
噂
を
営
作
す
o
 
l
斑
特
牛
有
り
噂
を
載
せ
て
致
す
に
,

忽
然
と
し
て
失
去
L
へ
　
便
ち
自
ら
尋
ね
寛
む
。
忽
ち
道
中
に
於
い
て
一
老
翁
に
逢
ふ
。
問
ひ
て
云
ふ
、
「
君
何
を
か
寛
む
る
所
あ
ら
ん
と

欲
す
る
」
と
。
大
尉
具
に
苔
ふ
。
更
に
手
を
挙
げ
て
指
さ
し
て
云
ふ
'
「
向
に
山
山
岡
の
上
に
於
い
て
一
牛
の
山
坪
の
中
に
眠
る
を
見
る
、

必
ず
走
れ
君
の
牛
な
ら
ん
。
此
の
牛
の
眠
る
所
の
処
は
'
便
ち
墓
を
作
る
に
好
し
。
境
を
安
ん
じ
之
に
当
た
れ
ば
'
之
を
致
す
こ
と
極
め

て
貴
し
。
小
復
不
当
へ
　
位
は
人
臣
を
極
め
へ
　
世
よ
方
森
と
為
る
」
と
.
又
l
山
を
指
さ
し
て
云
ふ
'
「
此
の
山
も
亦
好
L
へ
　
但
だ
向
に
如

か
ざ
る
の
み
。
亦
当
に
世
よ
刺
史
を
出
す
べ
き
な
り
」
と
。
言
ひ
詰
り
へ
　
便
ち
復
見
え
ず
。
大
尉
之
に
墓
し
、
皆
其
の
言
の
如
し
。

【
訳
文
】
　
陶
大
尉
は
身
分
が
低
か
っ
た
時
へ
　
父
を
亡
く
し
て
埋
葬
す
る
の
に
'
家
が
貧
し
く
'
自
ら
墓
に
敷
-
か
わ
ら
を
作
っ
た
.
1
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頭
の
ぶ
ち
の
牝
牛
に
か
わ
ら
を
載
せ
て
運
ん
で
い
た
と
こ
ろ
へ
突
然
行
方
を
-
ら
ま
し
た
O
捜
し
て
い
る
と
、
ふ
と
道
端
で
1
人
の
老
人

に
出
会
っ
た
。
老
人
が
「
あ
な
た
は
何
を
捜
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
た
ず
ね
た
の
で
'
侃
は
事
の
子
細
を
話
し
た
。
す
る
と
老
人
は
手

を
挙
げ
て
指
さ
し
'
「
先
ほ
ど
あ
の
山
の
丘
の
窪
み
の
中
で
一
頭
の
牛
が
眠
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。
き
っ
と
あ
な
た
の
牛
で
し

ょ
ぅ
。
そ
の
牛
の
眠
っ
て
い
る
所
は
'
墓
を
造
る
の
に
最
適
で
す
。
そ
こ
に
墳
墓
を
造
れ
ば
'
極
め
て
貴
き
身
分
に
な
り
ま
す
。
臣
下
と

し
て
の
最
高
の
位
に
つ
き
へ
代
々
諸
侯
と
な
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
又
も
う
一
つ
の
山
を
指
さ
し
て
言
っ
た
'
「
こ
の
山
も
ま
た

墓
を
造
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
が
'
先
の
山
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
そ
の
家
の
人
は
代
々
地
方
長
官
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
。
言
い
終
わ
る
と
'

す
ぐ
に
姿
が
見
え
な
-
な
っ
た
。
侃
は
そ
こ
に
墓
を
造
っ
た
が
'
す
べ
て
老
人
の
言
っ
た
と
お
り
に
な
っ
た
。

【
注
釈
】
　
陶
大
尉
　
東
晋
初
期
の
将
軍
陶
侃
(
二
五
九
I
三
三
四
)
の
こ
と
。
県
更
か
ら
荊
州
刺
史
と
な
り
へ
蘇
峡
の
乱
を
平
定
し
た

功
績
に
よ
り
大
尉
(
臣
下
と
し
て
の
最
高
の
位
で
あ
る
三
公
の
一
つ
)
へ
長
沙
郡
公
と
な
る
。
侃
は
早
く
に
父
を
亡
く
し
'
家
貧
し
く
'

客
が
訪
ね
て
来
た
時
へ
母
が
髪
を
売
っ
て
酒
肴
に
か
え
て
も
て
な
し
た
と
い
う
(
『
晋
書
』
巻
六
六
)
。
噂
　
か
わ
ら
。
謝
意
連
「
祭
古

家
文
」
(
『
文
選
』
巻
六
〇
)
に
'
「
噂
髪
を
用
ひ
ず
'
木
を
以
て
櫛
と
為
す
」
と
あ
り
へ
『
晋
書
』
巻
八
八
呉
達
伝
に
も
'
家
貧
し
く
自
ら

噂
髪
を
焼
い
て
墓
を
造
っ
た
と
あ
る
の
で
'
噂
は
墓
造
り
に
必
要
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
有
一
斑
梓
牛
載
噂
致
　
『
書
妙
』
巻

九
四
引
『
志
怪
集
』
は
「
有
拝
牛
車
噂
巳
載
致
」
に
'
『
御
覧
』
巻
五
五
九
引
『
志
怪
集
』
は
「
有
斑
特
牛
専
以
載
致
」
に
作
る
。
「
特
」

は
「
樺
」
と
同
じ
。
「
特
牛
」
は
雄
牛
。
便
好
作
墓
安
墳
富
之
へ
致
之
極
責
。
小
復
不
富
へ
位
極
人
臣
　
「
小
復
不
営
」
は
未
詳
。
『
書

紗
』
巻
九
四
引
『
志
怪
集
』
は
「
便
可
作
墓
安
墳
嘗
之
則
致
貴
也
」
に
'
『
御
覧
』
巻
五
五
九
引
『
志
怪
集
』
は
「
便
好
可
作
墓
安
墳
則

致
極
貴
小
下
首
位
極
人
臣
」
(
貴
小
下
昔
の
四
字
は
爽
注
双
行
)
に
作
り
へ
『
晋
書
』
巻
五
八
周
訪
伝
は
「
其
地
若
葬
へ
位
極
人
臣
臭
」
と

し
て
い
る
O
　
世
烏
方
赦
　
干
宝
『
晋
紀
総
論
』
(
『
文
選
』
四
九
)
に
「
方
森
に
釣
石
の
鋲
無
し
」
と
あ
り
'
「
方
放
」
は
地
方
の
諸
王

侯
を
い
う
。
こ
こ
で
は
'
陶
侃
が
長
沙
郡
公
と
な
っ
た
こ
と
を
予
言
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
晋
書
』
周
訪
伝
は
へ
　
こ
の
句
が
無
い
。

此
山
亦
好
へ
但
不
如
向
耳
、
亦
富
世
出
刺
史
也
　
『
御
覧
』
巻
五
五
九
引
『
志
怪
集
』
は
「
此
好
へ
但
不
如
下
へ
常
世
有
刺
史
」
に
'
『
晋
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書
』
周
訪
伝
は
「
此
亦
其
次
へ
嘗
世
出
二
千
石
」
に
作
る
。
　
大
尉
墓
之
、
皆
如
其
言
　
『
御
覧
』
巻
五
五
九
引
『
志
怪
集
』
と
『
晋
書
』

周
訪
伝
に
は
へ
こ
の
下
に
陶
侃
が
後
の
方
の
山
を
周
訪
の
家
に
与
え
へ
周
訪
は
父
を
そ
こ
に
葬
り
へ
訪
以
下
三
代
刺
史
に
な
っ
た
と
あ
る
。

陶
侃
の
子
の
妻
は
周
訪
の
娘
で
'
二
人
は
親
戚
だ
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
'
『
書
紗
』
巻
九
四
'
『
御
覧
』
巻
五
五
九
引
『
志
怪
集
』
に
も
見
ら
れ
へ
魯
迅
は
そ
れ
を
『
雑
鬼
神
志
怪
』
(
鈎

沈
本
第
一
四
話
O
校
注
に
「
亦
見
孔
氏
志
怪
」
と
い
う
の
は
'
祖
台
之
志
怪
の
誤
り
)
　
に
収
録
し
て
-
い
る
O
『
晋
書
』
は
巻
五
八
周
訪
伝

の
最
後
に
こ
の
話
を
載
せ
て
い
る
。

永循釈ml沈鈎潤4古-川輯過魯

5
　
義
興
郡
渓
渚
長
橋
下
へ
有
蒼
蚊
呑
職
人
。
周
虞
執
剣
橋
側
伺
。
久
之
へ
遇
出
。
於
是
懸
自
橋
上
投
下
蚊
背
へ
而
刺
較
教
則
へ
流
血
満

漠
'
自
郡
渚
至
大
湖
句
浦
、
乃
死
。
〔
初
単
記
七
〕

【
訓
読
】
　
義
興
郡
の
渓
渚
の
長
橋
の
下
に
、
蒼
鮫
有
り
て
人
を
呑
唖
す
。
周
処
　
剣
を
執
り
て
橋
の
側
に
伺
ふ
。
之
を
久
し
く
し
て
'

は
る

出
づ
る
に
遇
ふ
.
是
に
於
い
て
懸
か
橋
上
よ
り
蚊
の
背
に
投
下
し
て
'
蚊
を
刺
す
こ
と
数
別
へ
流
血
漢
に
満
ち
へ
　
郡
渚
よ
り
大
潮
の
句
浦

に
至
り
へ
　
乃
ち
死
す
。

【
訳
文
】
　
義
興
郡
の
渓
渚
の
長
橋
の
下
に
'
蒼
い
鮫
が
い
て
人
を
食
っ
て
い
た
。
周
処
は
剣
を
持
っ
て
橋
の
側
で
様
子
を
伺
い
へ
　
し
ば

ら
-
待
っ
て
い
る
と
'
蚊
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
周
処
は
橋
の
上
か
ら
蚊
の
背
に
飛
び
降
り
へ
鮫
を
数
回
刺
し
た
。
血
が
渓
川
に
満
ち
へ

鮫
は
郡
の
渚
か
ら
大
潮
の
句
浦
に
流
れ
て
'
や
っ
と
死
ん
だ
。

【
注
釈
】
　
義
興
郡
　
今
の
江
蘇
省
宜
興
県
付
近
。
大
潮
の
西
側
に
あ
た
る
。
「
渓
渚
」
「
長
橋
」
及
び
下
文
の
「
句
浦
」
は
固
有
名
詞
と

し
て
お
-
。
　
較
　
『
説
文
』
に
「
校
は
龍
の
属
へ
角
無
き
を
蚊
と
日
ふ
」
と
あ
る
。
わ
に
や
さ
め
の
類
を
い
う
こ
と
も
あ
る
。
『
初
学

記
』
巻
八
引
孔
氏
『
志
怪
』
は
「
鮫
」
に
作
る
。
『
漢
書
』
武
紀
に
は
'
元
封
五
年
に
武
帝
が
江
中
で
蚊
を
射
っ
て
捕
ま
え
た
と
い
う
記

載
が
あ
り
へ
顔
師
古
注
に
引
-
郭
環
の
説
に
よ
れ
ば
'
蚊
は
「
蛇
に
似
て
四
脚
へ
細
頚
に
自
費
有
り
.
大
な
る
者
は
数
園
、
卵
よ
り
生
ま
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れ
'
子
は
l
二
斜
の
憲
の
如
し
.
能
-
人
を
呑
む
」
と
い
う
.
　
周
虚
　
二
四
〇
-
二
九
九
。
義
興
郡
陽
羨
県
の
人
.
呉
か
ら
晋
に
仕
え

た
。
若
い
時
は
乱
暴
で
人
々
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
が
'
後
改
心
し
て
義
侠
の
人
と
な
る
。
『
晋
書
』
巻
五
八
に
伝
が
あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
れ
は
へ
「
周
処
三
害
」
と
し
て
『
蒙
求
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
話
の
一
部
で
あ
る
。
『
世
説
新
語
』
日
新
篇
劉
孝
標
注
引
'

『
初
学
記
』
巻
八
引
孔
氏
『
志
怪
』
(
釣
沈
本
第
五
話
)
に
は
'
人
を
食
う
虎
と
鮫
を
周
処
と
あ
わ
せ
て
郡
中
の
三
害
と
言
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
話
を
『
世
説
新
語
』
日
新
篇
で
は
、
周
処
が
陸
磯
陸
雲
兄
弟
を
訪
ね
て
改
心
し
た
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
。
祖
台
之
『
志

怪
』
の
「
周
処
刺
蚊
」
と
孔
氏
『
志
怪
』
の
「
郡
中
三
害
」
の
二
つ
の
故
事
か
ら
、
周
処
改
心
へ
と
い
う
説
話
の
展
開
が
想
像
で
き
る
。

『
晋
書
』
巻
五
八
周
処
伝
は
'
『
世
説
新
語
』
日
新
薦
に
基
づ
い
て
い
る
。

!n川
I
D

6
　
晋
懐
帝
永
嘉
中
①
'
護
園
丁
砕
渡
江
至
陰
陵
界
0
時
天
昏
霧
へ
在
道
北
有
赴
、
見
1
物
如
人
、
倒
立
②
'
南
限
垂
血
従
額
下
へ
果
地

雨
虞
へ
各
有
升
飴
o
辞
典
従
弟
斉
聾
喝
之
③
'
減
而
不
見
o
立
塵
界
血
皆
化
馬
蛍
火
敷
千
枚
へ
縦
横
飛
起
④
o
〔
御
覧
九
百
四
十
五
〕

【
校
異
】
　
①
晋
へ
御
覧
作
昔
。
今
従
鈎
沈
本
。
②
例
へ
御
髪
作
到
。
今
従
釣
沈
本
。
③
聾
へ
御
覚
作
醇
。
今
従
鈎
沈
本
。
起
'
釣
沈
本
作

散
。
嫁
御
覚
改
。

【
訓
読
】
　
晋
の
懐
帝
の
永
嘉
中
へ
護
国
の
丁
砕
江
を
渡
ら
ん
と
し
て
陰
陵
の
界
に
至
る
.
時
に
天
昏
く
雰
あ
り
へ
道
の
北
に
在
り
て
社

有
り
t
 
l
物
の
人
の
如
き
を
見
る
'
倒
立
し
、
両
眼
よ
り
血
を
垂
れ
額
よ
り
下
り
へ
地
の
両
処
に
界
ま
り
'
各
お
の
升
余
有
り
O
酢
　
従

弟
と
声
を
斉
し
-
し
て
之
を
喝
す
る
に
'
滅
し
て
見
え
ず
.
立
処
の
果
血
皆
化
し
て
蛍
火
数
千
枚
と
為
り
、
縦
横
に
飛
起
す
O

【
訳
文
】
　
晋
の
懐
帝
の
永
嘉
年
間
(
三
〇
七
-
三
l
三
)
　
の
こ
と
へ
護
国
の
丁
秤
は
長
江
を
渡
ろ
う
と
し
て
陰
陵
県
の
境
に
や
っ
て
来

た
。
時
に
'
空
は
暗
-
霧
が
か
か
っ
て
お
り
、
道
の
北
側
に
は
社
が
有
り
、
人
の
よ
う
な
物
が
い
る
の
を
見
た
。
逆
立
ち
し
、
両
眼
よ
り

血
を
垂
ら
し
額
か
ら
流
れ
落
ち
て
'
地
面
の
二
箇
所
に
溜
ま
り
'
そ
れ
ぞ
れ
一
升
余
り
(
約
〇
'
二
リ
ッ
ト
ル
)
に
な
っ
て
い
る
。
酢
が

従
弟
と
二
戸
に
怒
鳴
る
と
へ
そ
の
姿
は
消
え
て
見
え
な
-
な
り
へ
溜
ま
っ
て
い
た
血
は
数
千
匹
の
蛍
と
な
り
へ
あ
た
り
一
面
に
飛
び
立
っ
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た
。

【
注
釈
】
　
渡
江
　
永
嘉
五
年
(
三
1
三
)
へ
劉
曜
が
洛
陽
に
攻
め
込
み
'
懐
帝
を
虜
に
L
へ
　
士
大
夫
た
ち
は
次
々
と
長
江
を
渡
っ
て
南

に
逃
れ
た
。
護
国
　
今
の
安
徽
省
竜
県
を
中
心
と
し
た
地
域
。
貌
武
帝
の
郷
里
で
あ
る
こ
と
か
ら
誤
国
と
呼
ば
れ
て
い
た
O
　
陰
陵

県
名
。
今
の
安
徽
省
定
遠
県
付
近
。
東
晋
の
都
建
康
の
西
北
約
一
〇
〇
キ
ロ
へ
長
江
の
北
側
に
あ
る
。
　
立
虚
轟
礼
鴻
著
『
敦
煙
変
文

字
義
通
釈
』
に
「
立
地
」
を
「
立
時
」
の
意
味
に
解
釈
し
て
お
り
へ
　
こ
こ
の
「
立
虚
」
も
「
す
ぐ
に
」
の
意
か
も
し
れ
な
い
が
'
今
用
例

が
見
当
た
ら
な
い
の
で
'
「
そ
の
物
が
立
っ
て
い
た
場
所
」
の
意
と
し
て
お
く
　
蛍
火
敦
千
枚
　
「
蛍
火
」
は
蛍
.
「
枚
」
は
量
詞
.

【
補
説
】
　
蛍
に
つ
い
て
は
へ
『
礼
記
』
月
令
に
「
季
夏
の
月
、
腐
草
蛍
と
為
る
」
と
い
う
腐
草
化
生
説
が
あ
り
へ
『
毛
詩
』
幽
風
東
山
「
摺

催
育
行
」
毛
伝
に
「
摺
耀
は
'
燐
な
り
0
燐
は
蛍
火
な
り
」
と
記
す
と
こ
ろ
か
ら
'
「
燐
」
と
蛍
を
関
係
付
け
る
説
も
あ
っ
た
。
「
燐
」
は
'

『
准
南
子
』
氾
論
訓
に
「
久
血
燐
と
為
る
」
と
あ
り
へ
高
誘
注
に
「
血
の
精
地
に
在
り
'
暴
露
す
る
こ
と
百
日
な
れ
ば
、
則
ち
燐
と
為
る
」

と
解
説
す
る
よ
う
に
鬼
火
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
へ
『
論
衡
』
論
死
薦
に
「
人
の
兵
死
す
る
や
、
世
其
の
血
燐
と
為
る
と
言
ふ
」
と
あ
り
へ

人
の
血
が
火
と
な
る
こ
と
は
'
世
間
で
よ
く
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
志
怪
』
の
話
は
'
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

7
　
隆
安
中
へ
陳
憧
於
江
遺
作
魚
篭
(
正
匪
切
)
o
潮
去
、
於
箆
中
得
l
女
人
.
長
六
尺
へ
有
容
色
、
無
衣
服
o
水
去
不
能
動
へ
臥
沙
中
へ

興
語
不
鷹
.
人
有
就
辱
之
o
怪
夜
夢
云
'
『
我
是
江
黄
。
昨
失
道
落
君
篭
へ
小
人
達
見
濠
。
今
昔
自
尊
紳
殺
之
o
』
憧
不
敢
移
。
潮
来
へ
自

逐
水
去
。
肝
者
尋
病
死
①
。
〔
御
堂
六
十
八
〕

【
校
異
】
　
①
鈎
沈
本
無
死
字
へ
　
按
御
覧
補
o

【
訓
読
】
　
隆
安
中
へ
陳
憧
　
江
辺
に
於
い
て
魚
篭
を
作
る
。
潮
去
り
'
篭
中
に
於
い
て
一
女
人
を
得
。
長
六
尺
へ
容
色
有
る
も
'
衣
服

無
し
O
水
去
り
て
動
-
能
は
ず
へ
沙
中
に
臥
し
'
与
に
語
る
も
応
へ
ず
.
人
に
就
き
て
之
を
辱
し
む
る
も
の
有
り
.
怪
夜
夢
に
'
云
ふ
'
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お
か

「
我
は
走
れ
江
黄
な
り
。
昨
道
を
失
ひ
君
の
箆
に
落
ち
へ
小
人
に
遂
に
湊
さ
る
。
今
当
に
尊
神
に
白
し
之
を
殺
す
べ
し
」
と
。
怪
敦
へ
て

お
か

移
さ
ず
。
潮
来
り
て
'
自
ら
水
を
逐
ひ
て
去
る
。
許
し
し
者
尋
い
で
病
み
て
死
す
。

【
訳
文
】
　
隆
安
年
間
(
三
九
七
-
四
o
二
)
　
の
こ
と
へ
陳
性
は
長
江
の
岸
辺
に
魚
を
と
る
し
か
け
を
作
っ
た
。
潮
が
引
い
て
へ
　
し
か
け

の
中
に
一
人
の
女
が
い
た
。
身
長
六
尺
(
約
1
4
四
メ
ー
ト
ル
)
、
容
貌
は
美
し
か
っ
た
が
'
衣
服
を
身
に
着
け
て
い
な
い
。
水
が
無
-
な

っ
て
動
-
こ
と
が
で
き
ず
'
砂
の
中
に
横
た
わ
っ
て
お
り
へ
話
し
か
け
た
が
返
事
を
し
な
い
。
こ
の
女
を
唇
し
め
た
者
が
い
た
。
夜
へ
怪

の
夢
に
女
が
現
わ
れ
へ
「
我
は
江
蓑
で
す
。
昨
日
道
に
迷
い
君
の
し
か
け
に
か
か
り
、
つ
ま
ら
ぬ
男
に
凌
辱
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

天
帝
に
告
げ
て
そ
の
男
を
殺
し
て
も
ら
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
怪
は
彼
女
を
他
へ
移
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
潮
が
満
ち
て
来
る
と
'
女

は
水
の
中
へ
去
っ
て
行
っ
た
。
女
を
犯
し
た
者
は
ま
も
な
-
病
気
に
な
っ
て
死
ん
だ
。

【
注
釈
】
　
陳
性
　
唐
の
鄭
遂
の
『
拾
聞
記
』
は
、
「
丹
徒
民
陳
怪
」
に
作
る
o
丹
徒
は
今
の
江
蘇
省
鎮
江
市
.
魚
箆
　
竹
を
編
み
水
中

に
垣
を
作
り
へ
潮
の
干
満
を
利
用
し
て
魚
を
と
る
し
か
け
で
あ
ろ
う
。
『
拾
聞
記
』
は
「
箆
」
を
「
雇
」
に
作
る
。
　
江
責
　
『
沿
聞
記
』

は
'
「
江
神
」
に
作
る
。
長
江
の
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
見
濠
　
「
見
」
は
'
会
話
文
の
話
し
手
が
文
の
主
語
に
「
～
さ
れ
る
」
と

い
う
意
味
で
'
六
朝
志
怪
に
散
見
す
る
用
法
で
あ
る
。
　
尊
神
　
『
広
記
』
巻
三
七
八
引
『
幽
明
録
』
の
「
陳
艮
」
の
話
で
は
'
生
き
返

ら
せ
て
く
れ
た
神
を
「
尊
神
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
へ
　
『
広
記
』
巻
三
五
〇
引
『
清
湘
録
』
の
「
欧
陽
敏
」
の
話
で
も
'
鬼
を
取
り
締

ま
る
も
の
と
し
て
「
尊
神
」
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
る
。
生
命
を
司
る
も
の
の
こ
と
を
「
尊
神
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
'
『
広
記
』
巻
二
九
五
引
『
拾
聞
記
』
に
も
見
ら
れ
る
.
『
拾
聞
記
』
に
は
'
人
魚
説
話
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
海
人

魚
」
(
『
広
記
』
巻
四
六
四
引
)
が
あ
り
へ
そ
の
関
係
で
こ
の
話
が
再
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
神
が
凌
辱
さ
れ
た
こ
と
に
怒
る
点

は
、
柳
宗
元
の
「
議
龍
説
」
と
も
共
通
す
る
。

8
　
建
康
小
吏
曹
著
見
鷹
山
夫
人
.
夫
人
鳥
設
酒
質
①
。
金
島
啄
翌
③
'
其
中
鐘
刻
奇
飾
異
形
へ
非
人
所
名
③
.
下
七
千
会
盤
④
'
盤
中
亦

9

L
O
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無
俗
間
常
肴
枚
⑤
.
〔
書
妙
H
t
H
四
十
二
へ
御
覚
八
百
四
十
九
へ
　
(
御
覧
五
七
三
引
無
夫
人
鳥
設
至
間
常
肴
救
三
十
五
字
)
〕
夫
人
命
女
娩

出
興
著
相
見
o
椀
見
著
欣
悦
へ
命
稗
墳
林
令
取
琴
出
。
腕
撫
琴
歌
日
へ
『
登
鷹
山
今
夢
嵯
峨
へ
暗
陽
風
今
沸
紫
霞
。
招
若
人
今
濯
震
波
,

欣
良
蓮
今
暢
雲
何
⑥
。
弾
鳴
琴
今
禦
莫
過
へ
雲
龍
合
今
奨
大
和
。
』
歌
華
へ
腕
便
遠
去
⑦
。
〔
御
覚
五
百
七
十
三
〕

【
校
異
】
　
①
書
紗
無
夫
人
二
字
。
僕
、
御
覧
作
噸
o
③
金
へ
鈎
沈
本
作
飴
。
嫁
御
覚
改
。
③
巳
上
四
句
御
覧
有
.
④
盆
、
御
覧
作
合
o
⑤

中
へ
書
紗
作
内
.
書
妙
無
亦
字
。
聞
常
肴
枚
四
字
へ
御
覚
作
中
鱒
二
字
.
⑥
陽
へ
鈎
沈
本
作
喝
。
嫁
御
党
政
。
⑦
蓮
へ
釣
沈
本
作
辞
o
嫁

御
覚
改
。

【
訓
読
】
　
建
康
の
小
吏
曹
著
　
鷹
山
夫
人
に
見
ゆ
.
夫
人
為
に
酒
供
を
設
-
。
金
烏
鷺
に
啄
み
'
其
の
中
の
鐘
刻
は
奇
飾
異
形
、
人
の

お

名
づ
く
る
所
に
非
ず
。
七
千
会
盤
を
下
-
に
、
盤
中
亦
俗
間
の
常
の
肴
無
し
。
夫
人
　
女
の
腕
に
命
じ
て
出
で
て
著
と
相
見
え
し
む
。
腕

B
K

著
を
見
て
欣
悦
L
へ
稗
の
墳
林
に
命
じ
て
琴
を
取
り
て
出
さ
し
む
.
腕
　
琴
を
撫
で
て
歌
ひ
て
日
工
「
鷹
山
に
登
れ
ば
欝
と
し
て
嵯
峨

さ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

く

の

ご

と

　

　

　

　

　

　

　

お

ほ

た
り
へ
陽
風
に
略
さ
れ
て
紫
霞
を
払
ふ
。
若
き
人
を
招
き
霊
波
　
濯
き
く
良
運
を
欣
び
雲
相
　
場
ぶ
。
鴨
琴
を
弾
じ
て
楽
し
み
過
ぐ

る
は
英
二
雲
龍
会
し
て
大
和
を
楽
し
む
」
と
。
歌
ひ
畢
り
'
腕
便
ち
還
り
去
る
。

【
訳
文
】
　
建
康
の
小
役
人
の
曹
著
が
鷹
山
夫
人
に
会
っ
た
。
夫
人
は
彼
の
た
め
に
酒
宴
を
設
け
た
。
黄
金
の
鳥
が
か
め
に
啄
み
,
室
内

に
施
さ
れ
た
装
飾
は
不
思
議
な
形
を
し
て
い
て
'
こ
の
世
の
人
が
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
七
子
盆
盤
が
出
さ
れ

た
が
、
盤
中
に
は
'
こ
れ
ま
た
俗
世
間
の
尋
常
の
御
馳
走
は
無
か
っ
た
。
夫
人
は
娘
の
腕
に
出
て
き
て
著
に
会
う
よ
う
に
命
じ
た
。
椀
は

著
を
見
て
大
変
喜
び
へ
召
使
い
の
墳
林
に
琴
を
取
っ
て
来
さ
せ
た
o
腕
は
琴
を
奏
で
て
'
「
産
山
に
登
れ
ば
山
は
高
く
そ
び
え
た
ち
,
春

風
に
吹
か
れ
て
紫
の
霞
の
中
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
人
を
招
き
美
し
き
波
は
大
き
く
'
良
き
出
会
い
を
喜
び
高
き
木
は
雲
に
向
か
っ
て
の

び
る
。
琴
を
奏
で
て
こ
れ
に
過
ぎ
る
楽
し
み
は
無
く
へ
相
求
め
合
う
雲
と
龍
が
出
会
っ
た
か
の
よ
う
に
な
ご
や
か
な
調
和
を
楽
し
む
」
と

歌
っ
た
。
歌
い
終
わ
る
と
'
腕
は
す
ぐ
に
去
っ
て
い
っ
た
。

【
注
釈
】
　
鷹
山
夫
人
　
鹿
山
の
神
女
。
次
の
第
九
話
で
は
'
「
鹿
山
便
君
」
と
な
っ
て
い
る
。
鷹
山
は
江
西
省
九
江
県
の
南
に
あ
り
,
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仙
人
の
山
と
し
て
有
名
.
『
水
経
注
』
巻
三
九
度
江
水
引
『
墜
早
旧
志
』
に
よ
れ
ば
'
慮
俗
(
本
姓
は
匡
)
　
の
兄
弟
七
人
が
道
術
を
好
み
へ

こ
の
山
に
住
ん
だ
の
で
'
鷹
山
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
　
下
七
子
全
盤
　
「
下
」
は
'
置
く
の
意
。
「
七
子
盆
盤
」
に
つ
い
て
へ
鄭

学
孜
校
注
は
'
「
l
つ
の
円
形
あ
る
い
は
多
角
形
の
皿
で
'
中
が
七
つ
の
部
分
か
ら
な
り
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
御
馳
走
を
盛
る
も
の
で

あ
り
'
七
子
盤
と
も
言
う
」
と
説
明
す
る
。
肴
牧
　
御
馳
走
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
'
詳
細
は
不
明
。
『
文
言
小
説
』
の
校
注
は
、
「
牧
」

は
「
餌
」
に
作
る
べ
き
か
と
言
う
O
　
夢
嵯
峨
　
高
-
そ
び
え
る
様
。
陸
幾
の
楽
府
詩
(
『
文
選
』
巻
二
八
)
「
従
軍
行
」
に
「
崇
山
夢
と

し
て
嵯
峨
た
り
」
'
「
前
緩
声
歌
」
に
も
「
慶
雲
欝
と
し
て
嵯
峨
た
り
」
と
あ
る
o
　
紫
霞
　
仙
界
に
た
な
び
-
紫
の
か
す
み
O
陸
磯
の
「
前

緩
声
歌
」
に
「
軽
挙
し
て
紫
霞
に
乗
る
」
と
あ
り
へ
劉
良
の
注
に
「
衆
仙
会
し
畢
り
'
霞
に
乗
り
て
去
る
」
と
言
う
。
若
人
　
こ
の
よ

う
な
人
。
『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
君
子
な
る
か
な
若
き
人
へ
徳
を
尚
べ
る
か
な
若
き
人
」
と
あ
る
。
濯
　
大
き
い
。
『
毛
詩
』
大
雅
文
王

有
声
「
王
公
伊
濯
」
の
毛
伝
は
「
濯
は
'
大
な
り
」
と
あ
る
.
　
雲
波
　
美
し
い
波
。
陸
機
の
「
招
隠
詩
」
(
『
文
選
』
巻
二
二
)
に
「
哀

音
は
霊
波
に
附
く
」
へ
謝
霊
運
の
「
山
居
賦
」
に
「
名
山
の
奇
薬
を
尋
ね
へ
霊
波
を
越
え
嬢
に
憩
ふ
」
と
あ
る
。
「
招
隠
詩
」
の
呂
延
済
注

に
「
霊
と
言
ふ
は
之
を
美
に
す
る
な
-
」
と
言
う
。
　
雲
桐
　
雲
に
向
か
っ
て
木
が
高
-
の
び
る
意
。
『
世
説
新
語
』
賞
誉
篇
に
'
「
雲
何

を
標
す
る
も
扶
疎
せ
ず
」
(
王
義
之
が
劉
懐
を
評
し
た
こ
と
ば
)
と
あ
る
。
　
雲
龍
　
『
周
易
』
乾
卦
に
「
同
声
相
応
じ
、
同
気
相
求
む
。

・
・
・
雲
龍
に
従
ふ
」
と
あ
り
へ
同
株
相
求
め
合
う
こ
と
の
象
徴
と
さ
れ
る
.
大
和
　
陰
陽
の
調
和
し
た
気
。
『
周
易
』
竜
卦
に
「
大
和

を
保
合
し
て
乃
ち
利
貞
な
-
」
と
あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
れ
は
、
次
の
第
九
話
と
合
わ
せ
て
一
つ
の
話
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
『
水
経
注
』
巻
三
九
度
江
水
に
は
'
塵
山

の
神
の
こ
と
を
記
し
'
「
又
張
華
博
物
志
曹
著
伝
を
按
ず
る
に
'
其
の
神
自
ら
云
ふ
'
姓
は
徐
へ
封
を
鷹
山
に
受
-
」
と
言
っ
て
い
る
の

で
'
曹
著
に
関
す
る
話
が
「
曹
著
伝
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
今
の
『
博
物
志
』
に
は
'
こ
れ
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

9
　
建
康
小
吏
曹
著
①
、
馬
鹿
山
便
君
所
迎
'
配
以
女
腕
⑧
o
著
形
意
不
安
、
屡
求
請
退
。
腕
漕
然
垂
沸
③
'
賦
詩
鍍
別
④
、
井
贈
織
成
揮

6
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杉
也
⑤
o
〔
書
妙
七
十
七
へ
一
百
二
十
九
へ
初
単
記
二
十
六
〕

【
校
異
】
　
①
康
へ
書
聖
二
九
引
作
安
.
②
女
,
初
学
記
作
文
o
③
垂
,
初
学
記
作
流
O
④
初
単
記
無
詩
字
.
叙
,
書
聖
二
九
初
筆
記

作
序
。
⑤
裡
'
書
紗
一
二
九
作
軍
.
書
妙
七
七
無
也
字
o

め

【
訓
読
】
　
建
康
の
小
吏
曹
著
へ
鷹
山
使
君
の
迎
ふ
る
所
と
為
り
,
配
あ
は
す
に
女
の
腕
を
以
て
せ
ら
る
。
著
形
意
安
か
な
ら
ず
,
屡

し
ぼ
退
か
ん
こ
と
を
求
め
請
ふ
。
腕
滑
然
と
し
て
弟
を
垂
れ
,
詩
を
賦
し
て
別
れ
を
叙
べ
,
井
せ
て
織
り
成
せ
し
裡
杉
を
贈
る
。

【
訳
文
】
　
建
康
の
小
役
人
の
曹
著
は
'
塵
山
の
神
に
迎
え
ら
れ
,
神
の
娘
の
腕
と
夫
婦
に
さ
せ
ら
れ
た
。
著
は
身
も
心
も
落
ち
着
か
ず
,

何
度
も
家
に
帰
り
た
い
と
願
い
出
た
。
腕
は
さ
め
ざ
め
と
涙
を
流
し
,
詩
を
詠
ん
で
別
離
の
情
を
述
べ
,
織
り
上
げ
た
し
た
ば
か
ま
と
単

ひ
と
え

の
う
わ
ぎ
を
贈
っ
た
。

【
注
釈
】
　
鷹
山
使
君
　
「
使
君
」
は
'
天
子
の
命
を
受
け
て
四
方
に
使
い
す
る
者
の
尊
称
。
太
守
を
「
府
君
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
,
刺

史
を
「
便
君
」
と
呼
ぶ
。
六
朝
志
怪
で
は
'
冥
界
の
支
配
者
を
泰
山
府
君
と
言
う
。
『
捜
神
記
』
は
,
「
君
」
の
字
が
無
い
。
そ
れ
だ
と
鷹

山
の
神
の
使
い
に
迎
え
ら
れ
た
と
言
う
意
味
に
な
る
。
『
御
覧
』
巻
七
五
八
引
『
志
怪
』
は
,
「
鷹
山
府
君
」
に
作
り
,
『
捜
神
記
』
巻
四

(
第
七
八
話
)
の
別
の
話
で
は
'
鷹
山
の
神
を
「
塵
君
」
と
呼
ん
で
お
り
,
呼
称
は
1
致
し
て
い
な
い
o

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
'
『
捜
神
記
』
巻
四
(
第
七
九
話
)
に
も
見
ら
れ
る
。
『
御
覧
』
巻
七
五
八
引
『
志
怪
』
(
釣
枕
木
『
雑
鬼
神
志
怪
』

第
六
話
)
に
は
'
曹
著
が
塵
山
の
神
に
迎
え
ら
れ
,
門
に
風
や
雲
を
出
す
大
き
な
賓
(
か
め
)
が
有
る
の
を
見
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ

れ
も
先
の
第
八
話
と
と
も
に
元
来
は
一
つ
の
話
で
あ
り
,
類
書
が
そ
の
蒜
を
抜
き
出
し
て
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

侯
忠
義
氏
は
へ
こ
の
話
を
封
建
的
結
婚
を
批
判
し
自
由
結
婿
を
主
張
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
(
前
掲
書
)
が
、
こ
れ
は
,
神
女

と
の
婚
姻
雷
で
あ
り
'
『
幽
明
録
』
(
釣
沈
本
第
三
八
話
)
劉
農
阪
肇
の
話
,
『
捜
神
後
記
』
巻
l
(
第
三
話
)
蓑
相
根
項
の
話
と
同
類
と

考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
'
家
に
帰
り
た
い
と
懇
願
す
る
共
通
項
を
備
え
て
い
る
。
憧
れ
の
世
界
で
あ
る
神
仙
界
は
永

住
の
地
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
人
々
の
神
仙
界
に
対
す
る
考
え
方
を
知
る
上
で
興
味
深
い
資
料
と
な
る
。
　
(
続
)



-163- 魯迅輯『古小説鈎沈』校釈(富永)

魯迅輯『古小説鈎沈』校樺一祖台之『志怪』-

富　永　-　登

告迅的『古小税鈎沈』是中国古代小説研究中不可映少的重要文献o

『古小説鈎沈』一事系未定稿本,富迅生前亦未曽友表O　告迅析使用的『太

平「i己』、 『太平御蒐』等版本和原本司句曽被魯迅校正辻,迭一点巳被以往的

研究者析指出o　可是, 『古小説鈎沈』整版校定工作迄今尚売人通行O　我試国通

辻重新研究美事所引的六朝小説,把『古小説的沈』変成比較完整的六朝小説揖

保事,対其中的某些洞悟附了注解、刑等全市湧成日文、又対毎条中出現的相美

的故事作了考察O　翼以為研究中国古代小説的基拙資料。

本文対被i人力是在京晋末期祖台之的『志怪』退行了研究o




